
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
天
然
痘
撲
滅
宣
言
に
よ
っ
て
、
地
球
上
に
は
最
早
、
研
究
室
の
試
験
管
内
以
外
に
は
天
然
痘
の
ビ
ー
ル
ス
は
存
在
し
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ビ
ー
ル
ス
が
ま
だ
地
球
上
の
何
処
か
に
潜
ん
で
、
何
ら
か
の
機
会
に
再
び
天
然
痘
の
大
流
行
と
い
う
猛
威
を
振
う
可
能

性
は
全
く
否
定
出
来
な
い
と
考
え
る
の
も
、
筆
者
一
人
の
杷
憂
で
は
あ
る
ま
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
に
述
べ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
宣
言
に
よ
っ
て
天
然
痘
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
慥
か
に
減
少
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
他
の
流
行
性

伝
染
病
、
例
え
ば
コ
レ
ラ
な
ど
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
大
型
航
空
機
な
ど
に
よ
っ
て
汚
染
地
区
な
ど
か

ら
多
数
の
人
食
が
極
め
て
短
時
間
内
に
移
動
す
る
と
い
う
現
実
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

（
１
）

コ
レ
ラ
は
罹
患
し
て
極
め
て
短
時
間
に
死
亡
す
る
こ
と
や
「
コ
レ
ラ
」
の
発
音
に
近
い
こ
と
か
ら
ヨ
ロ
リ
」
（
多
く
は
「
虎
狼
痢
」
の
字
を
充

て
る
）
と
称
さ
れ
激
し
い
下
痢
症
状
か
ら
「
暴
潟
病
」
と
も
称
呼
さ
れ
た
。
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
本
邦
の
疫
病
史
の
中
で
、
死
亡

者
数
か
ら
染
て
も
、
最
も
椙
獄
の
甚
し
か
っ
た
流
行
の
一
つ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
の
西
南
に
発
し
た
こ
の
コ
レ
ラ
が
ど
こ
ま
で
北
上
し
た
か
従
来
全
く
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
文
献
的
考
察
を
加
え
て
象
た

１
は
じ
め
に

安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
の
北
限
に
つ
い
て

蹄
稚
率
罐
吟
灘
読
蕊
一
言
言
恥
巻
碆
病
昭
和
五
十
六
年
九
月
十
一
日
受
付

松

木

明

知
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（
可
Ｌ
）
Ｉ
ｆ
（
眞
Ｊ
）

諸
先
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
本
邦
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
の
嗜
矢
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
で
あ
る
。
こ
の
流
行
は
従
来
の
研
究
で
は
、

（
６
）

直
接
中
国
大
陸
か
ら
長
崎
に
伝
播
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
が
、
近
年
三
木
博
士
の
研
究
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
、
対
馬
を
経
由
し
て
我
が
国
の
下
関

に
齋
ら
さ
れ
、
全
国
へ
北
上
東
漸
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
流
行
は
江
戸
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
次
の
流
行
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六
月
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
に
至
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
疫
病
史
上
、
最
も
椙
撤
の
甚
し

か
っ
た
も
の
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

米
国
船
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
号
が
長
崎
に
入
港
し
て
、
コ
レ
ラ
を
伝
播
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
（
４
）

こ
の
時
の
流
行
で
は
北
上
東
漸
の
速
度
が
極
め
て
大
で
あ
り
、
約
一
ケ
月
後
に
は
江
戸
で
も
大
流
行
が
始
ま
っ
た
。
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い

る
「
諸
宗
寺
院
死
人
書
上
写
」
に
よ
れ
ば
、
江
戸
で
の
疫
残
者
は
七
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま
で
の
五
十
五
日
間
で
二
十
六
万
人
に

及
ん
だ
と
い
う
。
森
鴎
外
の
史
伝
で
も
有
名
な
弘
前
藩
江
戸
定
府
医
官
渋
江
抽
斎
も
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

第
三
次
の
流
行
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
、
第
四
次
の
流
行
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
は
、
計

三
回
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

３
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
ｌ
北
限
箱
館
説
の
疑
問
ｌ

（
７
）立
川
昭
二
博
士
に
拠
れ
ば
、
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
は
遠
く
箱
館
ま
で
も
及
ん
だ
と
し
て
い
る
。

（
８
）

し
か
し
昭
和
四
十
八
年
著
者
が
『
北
海
道
の
医
史
』
を
刑
行
し
た
際
、
北
海
道
の
疫
病
史
に
つ
い
て
も
極
め
て
丹
念
に
調
査
し
た
が
、
コ
レ

ラ
流
行
の
史
実
は
終
ぞ
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

い
◎

２
本
邦
に
お
け
る
幕
末
の
コ
レ
ラ
流
行
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右
の
記
述
に
従
え
ば
、
安
政
五
年
七
月
よ
り
蝦
夷
地
や
箱
館
に
伝
播
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
京
都
、
大
阪
の
流
行
よ
り
約
一
ケ
月
早
い
こ
と

に
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
傍
証
す
る
い
か
な
る
記
録
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
多
分
こ
の
本
の
編

（
帥
）

者
が
、
不
確
実
な
伝
聞
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
記
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
武
江
年
表
」
に
も
「
そ
の
辺
際
は
た
し
か
な
ら
ね
ど
も
、
奥

羽
の
あ
た
り
に
も
い
た
り
し
と
間
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
で
も
流
行
の
北
限
が
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
真
実
で
あ
ろ
う
。

（
９
）「
古
呂
利
考
」
に
も
「
安
政
五
年
戊
午
の
秋
は
、
長
崎
よ
り
始
め
て
、
山
陰
南
海
を
経
て
、
天
下
に
遍
く
、
其
中
江
都
甚
し
く
、
初
冬
の
頃

（
蛆
）

は
、
奥
羽
ま
で
伝
播
し
、
雪
天
に
至
て
初
て
止
む
と
言
ふ
」
と
あ
っ
て
何
ら
箱
館
に
至
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
武
江
年
表
」
に
も
「
八

月
末
の
頃
は
（
安
政
五
年
Ｉ
著
者
註
）
、
次
第
に
曼
延
し
、
そ
の
辺
際
は
た
し
か
な
ら
ね
ど
も
、
奥
羽
の
あ
た
り
に
も
い
た
り
し
と
間
け
り
」
と

あ
っ
て
、
こ
れ
も
コ
レ
ラ
の
流
行
が
箱
館
に
至
っ
た
と
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４
）

箱
館
伝
播
説
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
「
虎
列
利
流
行
記
事
」
の
左
の
記
述
が
唯
一
の
も
の
で
、
立
川
博
士
は
、
こ
れ
を
参
照

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

４
東
北
地
方
に
お
け
る
流
行

安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
は
、
箱
館
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
北
限
は
東
北
地
方
の
何
処
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
著
者
は
北
海
道
、
東
北
地
区
の
図
書
館
に
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
の
有
無
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

是
歳
六
月
虎
列
刺
病
始
メ
テ
長
崎
二
発
シ
其
ノ
勢
ノ
猛
烈
ナ
ル
僅
力
二
一
月
ヲ
経
テ
速
二
江
戸
二
伝
播
セ
リ
。
八
月
上
旬
ヨ
リ
中
旬
二
至
ル

ノ
際
ニ
ハ
毎
日
ノ
死
亡
千
ヲ
以
テ
算
ヘ
リ
京
都
大
阪
〈
八
月
一
一
発
シ
蝦
夷
及
ビ
函
館
〈
七
月
ヨ
リ
始
マ
リ
死
亡
願
多
シ
然
し
共
江
戸
二
比
ス

レ
バ
其
害
小
少
ナ
リ
キ
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〆

を
依
頼
し
、
併
せ
て
重
要
地
区
と
考
え
ら
れ
る
約
三
十
カ
所
に
は
直
接
赴
い
て
調
査
し
た
。

ま
ず
北
海
道
地
区
で
は
、
最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
も
コ
レ
ラ
流
行
の
事
実
は
全
く
な
く
、
著
者
は
と
く
に
函
館
に
お
い
て
詳
細
に
検
索
し
た

（
ｕ
）

が
、
そ
れ
を
傍
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
新
北
海
道
史
に
も
記
載
は
な
い
。

次
ぎ
に
、
東
北
各
地
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
を
述
べ
る
。

（
狸
）

福
島
県
で
は
、
二
本
松
藩
史
に
よ
っ
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
月
か
ら
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
翌
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

（
翅
）

九
月
に
は
会
津
若
松
で
「
暴
涜
病
」
が
流
行
し
た
こ
と
が
、
「
会
津
年
表
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
写
真
１
は
会
津
地
方
で
、
コ
レ
ラ
予

防
の
呪
と
し
て
各
門
戸
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
写
真
２
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
、
福
島
県
の
さ
る
家
の
法
名
帳
の
一
部
で
一
家

九
人
全
員
が
病
死
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
時
期
的
に
も
コ
レ
ラ
に
よ
る
死
亡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
蝿
）
Ｉ
（
蝿
）

宮
城
県
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
流
行
に
関
し
て
は
、
既
に
青
木
大
輔
博
士
の
研
究
が
有
名
で
、
記
録
か
ら
見
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
が
椙
源
を
極
め
た
こ
と
と
い
う
。
博
士
は
同
時
に
寺
院
過
去
帳
の
死
亡
者
数
を
調
査
し
、
そ
の
傍
証
に
努
め
て
い
る
。

宮
城
県
で
は
石
巻
市
蛇
田
東
雲
寺
の
コ
レ
ラ
供
養
碑
が
有
名
で
あ
り
、
（
写
真
３
）
、
こ
れ
に
は
安
政
六
年
八
月
よ
り
「
疹
病
」
つ
ま
り
「
狐

狼
病
」
が
流
行
し
た
こ
と
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

_L■F唾LP二七Lq■母■qし,ｭ■酔一凸■､｡q'
馬

宙
覆
下
軋
。
．
‐
割
引
．
ご
弓
．
ｑ
酉
ザ
ィ
ゴ

r 土

写真1

狼
病
」
が
流
行
し
た
こ
と
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
）

山
形
県
で
は
米
沢
で
安
政
五
年
十
月
に
流
行
し
、
上
杉
文
書
に
は
「
米
沢
二
於

（
Ⅳ
）

テ
赤
湯
村
類
伝
虎
列
刺
流
行
二
付
テ
・
…
・
…
・
」
と
あ
り
、
ま
た
酒
田
の
余
目
村
で

も
安
政
五
年
九
月
か
ら
翌
年
の
七
月
に
至
る
ま
で
断
続
的
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し

（
肥
）

た
。
鶴
岡
で
も
安
政
五
年
九
月
に
流
行
が
見
ら
れ
た
。

岩
手
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
安
政
年
度
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た

と
い
う
記
録
は
披
見
さ
れ
な
い
。
宮
城
県
に
近
い
一
円
や
三
陸
の
山
田
港
な
ど
で

（
坊
）

も
記
録
は
な
い
。
盛
岡
も
勿
論
な
い
。
青
木
も
仙
台
領
の
登
米
辺
り
が
太
平
洋
側
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霧

写 真2

写真3

安
政
五
午
年
三
都
を
始
め
諸
国
と
も
暴
潟
病
流
行
し
て
黄
泉
に
行
し
も
の
霧

し
、
此
病
を
コ
ロ
リ
と
名
づ
く
（
こ
ろ
り
と
思
果
て
る
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
）
畿
内
辺
に

て
は
ト
ン
「
一
口
（
頓
に
こ
ろ
り
か
。
ロ
リ
省
き
て
ふ
）
御
国
は
翌
六
年
の
末
の
月
能
代

よ
り
流
行
出
す
。
其
も
と
は
同
所
本
山
方
売
木
の
木
番
人
と
し
て
下
毛
浜
に
住
し

も
の
、
加
賀
越
中
の
材
木
積
船
よ
り
伝
染
し
て
市
中
に
及
び
、
三
四
十
人
亡
ぶ
。

市
中
の
男
女
鉦
太
鼓
に
て
駆
廻
り
て
、
厄
病
神
を
送
り
、
御
足
軽
は
空
砲
を
発

す
。
奇
妙
な
る
山
王
祭
礼
の
山
車
、
上
町
（
カ
ン
マ
チ
）
丁
内
の
鐘
埴
を
老
若
男

女
町
中
曳
巡
り
し
が
、
其
翌
日
よ
り
一
人
も
亡
ぶ
も
の
な
し
と
、
能
代
よ
り
出
戸

大
内
田
森
岡
鹿
渡
な
ど
と
伝
染
し
て
久
保
田
（
秋
田
ｌ
著
者
註
）
に
至
る
。
山
本
群

の
釜
屋
村
（
八
竜
町
）
百
軒
に
足
ら
ぬ
家
数
に
て
も
八
十
人
果
て
る
。
久
保
田
は

さ
の
み
痛
み
な
し
と
、
或
人
よ
り
文
音
也
。
以
下
略
。

の
北
限
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
岩
手
県
内
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
の
確
証
を
示

し
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
太
平
洋
側
の
北
限
は
宮
城
県
の
北
部
で
、
岩
手
県

の
南
部
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
が
、
将
来
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

さ
て
秋
田
県
で
は
、
秋
田
と
能
代
（
の
し
ろ
）
の
流
行
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し

（
蝿
）

か
し
内
陸
の
角
館
に
は
伝
播
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
石
井
忠
行
の
「
伊
豆
園
茶

記
」
巻
十
七
に
は
次
の
如
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
伊
東
家
文
言
は
市
井
の
細
い
こ
と
ま
で
も
記
録
し
て
い
る
た
め
、
史
料
と
し
て
の
価
値
は
十
分
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
青

森
に
お
い
て
も
侵
入
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
コ
レ
ラ
に
対
す
る
恐
怖
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
十
分
に
理
解
出
来
よ
う
。
そ
し
て

も
し
、
実
際
に
コ
レ
ラ
の
侵
入
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
書
に
記
録
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
中
間
点
に
在
す
る
青
森
で
も
流
行
は
見
ら
れ
ず
、
た
だ
コ
レ
ラ
が
江
戸
方
面
で
相
当
流
行
し
て
お
り
、
そ
の
伝
播

を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
太
平
洋
側
で
は
福
島
辺
、
日
本
海
側
で
は
山
形
辺
ま
で
コ
レ
ラ
の
流
行
が
北
上
し
て
い
る
こ
と

を
左
の
如
く
伝
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
岩
手
県
で
コ
レ
ー
Ｚ、』

な
か
っ
た
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

右
の
記
載
は
、
秋
田
地
方
に
は
ま
ず
加
賀
か
ら
の
材
木
運
搬
船
に
よ
っ
て
ま
ず
能
代
に
伝
播
し
、
同
所
か
ら
近
隣
の
町
村
へ
さ
ら
に
は
秋
田

へ
伝
播
波
及
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

最
後
に
青
森
県
で
あ
る
が
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
に
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
太
平
洋
岸
で
あ
る
が
、
極
め
て
綿
密
な
調
査
に
よ
っ
て
も
、
コ
レ
ラ
の
流
行
を
示
唆
す
る
記
録
を
発
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ

（
蝿
）

た
。
青
木
も
寺
院
過
去
帳
の
調
査
で
、
八
戸
で
は
安
政
五
年
と
安
政
六
年
の
十
月
に
死
者
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
な
い
と

し
、
コ
レ
ラ
流
行
の
確
証
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
岩
手
県
で
コ
レ
ラ
流
行
の
記
録
が
披
見
出
来
な
い
こ
と
と
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
コ
レ
ラ
が
、
こ
の
地
方
に
浸
透
し

（
別
）伊
東
家
文
書
九
月
二
十
一
日

神
明
宮
社
内
ノ
祗
園
宮
二
而
今
日
神
楽
仕
候
、
江
戸
表
大
流
行
ノ
暴
潟
病
謬
敷
死
亡
人
ノ
為
追
を
北
へ
う
ち
り
、
出
羽
は
山
形
辺
、
奥
州

は
福
嶋
辺
迄
参
り
候
由
、
寝
心
ノ
義
二
付
夫
さ
一
十
一
人
や
ら
組
ヲ
結
今
日
御
神
楽
差
上
申
候
、
此
方
ノ
御
祖
父
様
御
頭
取
二
可
有
御
座
候

（30） 30



冒
頭
に
「
秋
田
能
代
」
と
あ
る
が
、
当
時
秋
田
は
久
保
田
と
称
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
「
秋
田
と
能
代
」
の
意
味
で
は
な
く
、
「
秋
田

の
能
代
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
能
代
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
さ
ら
に
北
上
し
て
深
浦
に
ま
で
侵
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

右
の
記
録
を
傍
証
す
る
た
め
、
深
浦
町
を
訪
れ
た
が
、
度
重
な
る
大
火
の
た
め
、
コ
レ
ラ
の
椙
獄
を
伝
え
る
文
言
記
録
は
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
寺
院
過
去
帳
な
ど
も
一
部
失
わ
れ
て
お
り
、
参
考
に
資
す
べ
き
も
の
は
何
ら
遣
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
石
巻
市
蛇
田
の
東
雲

寺
の
コ
レ
ラ
供
養
碑
の
如
き
遺
物
も
存
在
し
な
い
。

従
来
深
浦
町
の
史
料
だ
け
を
用
い
た
研
究
で
、
コ
レ
ラ
の
流
行
の
事
実
が
発
掘
出
来
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

深
浦
で
流
行
し
た
コ
レ
ラ
が
、
さ
ら
に
北
上
し
、
鰺
ヶ
沢
さ
ら
に
は
津
軽
半
島
の
沿
岸
町
村
に
及
ん
だ
か
否
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か

し
、
永
宝
日
記
に
は
、
右
に
述
べ
た
以
外
に
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら
れ
て
な
い
こ
と
、
ま
た
、
筆
者
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
右

の
諸
町
村
で
の
流
行
の
事
実
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
一
応
能
代
か
ら
伝
播
し
た
コ
レ
ラ
が
、
一
応
深
浦
で
終
鳩
し
た
と

考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
照
）

と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
な
い
。

青
木
は
下
北
の
大
畑
の
寺
院
の
過
去
帳
の
調
査
で
安
政
六
年
八
月
に
死
者
が
多
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
を
北
海
道
か
ら
の
コ
レ
ラ
流
行
の
伝
播

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
前
述
し
た
如
く
、
北
海
道
で
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
否
定
さ
れ
、
大
畑
の
記
録
で
も
コ
レ
ラ
の
流
行

次
に
日
本
海
側
で
あ
る
が
、
秋
田
県
境
に
近
い
深
浦
（
現
在
は
青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
）
に
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
、
深
浦
町
よ
り
少
し
北

に
あ
る
種
里
村
の
八
幡
宮
の
神
宮
の
日
記
「
永
宝
日
記
」
に
よ
っ
て
闘
明
に
な
っ
た
。

（
狐
）

永
宝
日
記
安
政
六
年
八
月

秋
田
能
代
に
而
暴
鳫
病
人
多
死
明
家
有
之
の
由
深
浦
迄
流
行
右
二
付
、
於
当
社
八
月
二
十
八
日
よ
り
朔
日
迄
右
退
散
之
御
祈
祷
執
行
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わ
が
国
の
コ
レ
ラ
流
行
史
上
、
最
も
椙
獺
を
極
め
た
安
政
五
・
六
年
度
の
流
行
の
北
限
に
つ
い
て
、
従
来
の
蝦
夷
箱
館
説
は
何
ら
根
拠
が
な

く
、
伝
聞
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

著
者
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
福
島
、
宮
城
、
山
形
、
秋
田
の
四
県
に
コ
レ
ラ
の
伝
播
が
実
証
さ
れ
る
が
、
岩
手
県
で
は
実
証
さ
れ
な
い
。

青
森
県
で
は
日
本
海
側
の
深
浦
町
で
、
安
政
六
年
八
月
に
流
行
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
秋
田
の
能
代
か
ら
伝
播
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
の
北
限
は
、
現
在
の
行
政
区
画
か
ら
言
え
ば
、
青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町
で
あ
る
。

青
森
県
の
南
部
で
は
コ
レ
ラ
流
行
の
記
録
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
太
平
洋
側
の
北
限
は
宮
城
県
と
岩
手
県
の
間
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
「
北
海
道
の
医
史
」
以
来
検
索
を
続
け
て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
記
録
に
接
し
得
ず
、
結
論
的
に
は
、
安
政
年
度

の
コ
レ
ラ
は
、
蝦
夷
地
お
よ
び
箱
館
に
は
伝
播
し
な
か
っ
た
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１
）
富
士
川
勝
、
日
本
疾
病
史
東
洋
文
庫
一
三
三
、
一
二
三
頁
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
四
年

（
２
）
山
崎
佐
、
日
本
疫
史
及
防
疫
史
、
克
誠
堂
、
昭
和
六
年
、
五
三
○
頁

（
３
）
藤
井
尚
久
、
明
治
前
本
邦
疾
病
史
、
明
治
前
日
本
医
学
史
、
第
一
巻
、
日
本
学
士
院
、
一
九
五
五
年
、
二
九
二
頁

（
４
）
小
鹿
島
果
編
、
日
本
尖
異
志
、
地
人
書
院
、
昭
和
四
十
二
年
、
疫
盧
之
部
三
十
一
頁

（
５
）
中
野
操
、
増
補
日
本
医
事
大
年
表
一
七
一
頁
思
文
閣
、
昭
和
四
十
七
年

（
６
）
三
木
栄
、
朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史
（
私
刊
）
昭
和
三
十
八
年
、
疾
病
史
第
六
十
五
頁

（
７
）
立
川
昭
二
、
日
本
人
の
病
歴
、
一
四
三
頁
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社

（
８
）
松
木
明
知
、
北
海
道
の
医
史
、
津
軽
書
房
昭
和
四
十
八
年

（
９
）
浅
田
栗
園
古
呂
利
考
明
治
十
三
年

⑮
）
斎
藤
月
岑
、
武
江
年
表
（
下
）
東
洋
文
庫
二
八
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
三
年

お
わ
り

文
献

に
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（
、
）
北
海
道
庁
、
新
北
海
道
史
、
第
二
巻
、
通
説
一
六
九
六
頁
昭
和
四
十
五
年

（
哩
）
「
会
津
年
表
」
（
北
村
金
三
郎
編
、
大
正
三
年
）
「
二
本
松
藩
史
」
（
昭
和
元
年
）

い
ず
れ
も
私
刊
本
。
市
立
会
津
図
書
館
蔵

（
喝
）
青
木
大
輔
、
宮
城
県
疫
属
志
（
藩
政
時
代
篇
）
宮
城
県
史
二
十
二
災
害
篇
宮
城
県
史
刊
行
会
昭
和
三
十
三
年

（
皿
）
青
木
大
輔
、
安
政
六
年
仙
台
領
内
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
ｌ
特
に
寺
院
の
過
去
帳
に
於
け
る
流
行
相
（
第
一
報
）

日
本
医
史
学
雑
誌
、
一
二
九
○
号
、
一
二
頁
、
昭
和
十
六
年

（
巧
）
青
木
大
輔
、
東
北
地
方
に
於
け
る
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
、

日
本
医
史
学
雑
誌
、
十
三
巻
、
七
十
九
頁
昭
和
四
十
二
年

（
蝿
）
斎
憲
公
御
年
譜
草
稿
、
上
杉
文
書
上
六
八
ノ
ー
四
、
市
立
米
沢
図
書
館
蔵

（
Ⅳ
）
「
余
目
町
史
年
表
」
所
収
「
南
野
部
落
沿
革
」
に
よ
れ
ば
「
九
月
午
時
安
政
五
年
午
よ
り
、
翌
未
七
月
、
八
九
月
下
旬
之
頃
迄
、
所
々
在
を
暴
潟
病
流

行
し
、
諸
人
是
が
髪
に
命
を
失
う
者
懲
云
々
」

（
昭
）
「
鶴
岡
三
日
町
肝
煎
庄
兵
衛
達
書
」

安
政
五
年
九
月
二
十
一
日
に
「
此
節
難
病
流
行
い
た
し
候
二
付
、
案
心
の
た
め
、
当
月
二
十
六
日
よ
り
二
十
八
日
迄
一
一
夜
三
日
之
間
大
般
若
修
行
奉
願
被

仰
付
」
と
こ
れ
が
コ
レ
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
防
疫
薬
方
処
方
書
付
」
に
「
同
月
（
安
政
五
年
八
月
）
下
旬
頃
よ
り
当
国
酒
田
を
始
宮
之
浦
暴
潟
病
大

流
行
治
療
不
及
し
て
死
す
る
も
の
数
百
人
、
又
在
を
斯
の
こ
と
し
…
…
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

（
安
政
五
年
九
月
）
、
青
森
市
史
第
七
巻
、
資
料
編
三
二
○
頁
所
収
昭
和
四
十
一
年
、

（
虹
）
松
木
明
知
青
森
県
の
医
史
津
軽
書
房
七
十
七
頁
昭
和
五
十
五
年

（
珀
）
石
井
忠
行
、
伊
豆
園
茶
記
巻
十
七
、

新
秋
田
叢
書
（
九
）
、
二
二
三
頁
所
収

（
”
）
伊
東
善
五
郎
、
伊
東
善
五
郎
文
書

二
二
三
頁
所
収
、
歴
史
図
書
社
、
昭
和
四
十
七
年

（33）33



寸
”

TheMostNorthernAreaofCholeraPrevalence

intheAnseiPeriod(1858-1859)

by

AkitmoMATSUKI

AscverecholeraepidcmicbroughtintoNagasakibytheAmericanshipG4Mississipi"prevailedover

JapanfbrseveralycarsduringtheAnseiperiod.Thiswasthesecondcaseinthehistoryofcholera

epidemicsinJapan.Itwassaidthatthischoleraepidemicshadbeenlacking.

Theauthorperfbrmedawide6eldsurveyonthissubjectandfbundthatthemostnorthernarea

wherethecholeraepidemicsintheAnseiperiodprcvailedwasinFukaura(Fukauratown,Aomori-ken

presently)duringAugustofl859andthediseasewasbroughttothisvillagefromNoshirotownof

Akita・Sofar,theauthorcouldnotfIndanyrecordsordocumentsconcerningthecholeraepidemics

duringthisperiodintheYezoandHakodatearea,stronglysuggestingthattherewasnoprevalence

ofthediseaseinthisarea.

（
守
”
）


